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な
お
、
津
波
浸
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
津
波
が
沿
岸
ま
で
到
達
す
る
時
間
が
算
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、

最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
す
る
避
難
時
間
等
の
検
討
に
も
活
用
で
き
る
。
そ
の
際
、
最
大
ク
ラ
ス
の
場
合
よ
り
も
到

達
時
間
が
短
く
な
る
津
波
の
発
生
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

津
波
浸
水
想
定
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
浸
水
の
区
域
（
以
下
「
浸
水
想
定
区
域
」
と
い
う
。）に
お
い
て
は
、「
な
ん
と

し
て
も
人
命
を
守
る
」
と
い
う
考
え
方
で
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
津
波
防
災
地
域
づ

く
り
を
検
討
す
る
た
め
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
津
波
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
海
岸
堤
防
、
河
川
堤
防
等
の
破
壊

事
例
な
ど
を
考
慮
し
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
が
悪
条
件
下
に
お
い
て
発
生
し
浸
水
が
生
じ
る
こ
と
を
前
提
に
算
出
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
悪
条
件
下
と
し
て
、
設
定
潮
位
は
朔
望
平
均
満
潮
位
を
設
定
す
る
こ
と
、
海

岸
堤
防
、
河
川
堤
防
等
は
津
波
が
越
流
し
た
場
合
に
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
な
ど
の
設
定
を
基
本
と

す
る
。

な
お
、
港
湾
等
に
お
け
る
津
波
防
波
堤
等
に
つ
い
て
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
す
る
構
造
、
強
度
、
減
災
効

果
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
当
該
施
設
に
係
る
地
域
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

法
第
八
条
第
三
項
に
基
づ
き
関
係
海
岸
管
理
者
等
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
津
波
浸
水
想
定
は
、
建
築
物
等
の
立
地
状
況
、
盛
土
構
造
物
等
の
整
備
状
況
等
に
よ
り
変
化
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
津
波
浸
水
の
挙
動
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
状
況
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
津
波
浸

水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
適
宜
変
更
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

津
波
浸
水
想
定
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
八
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
に

対
し
て
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
技
術
的
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

都
道
府
県
知
事
は
、
津
波
浸
水
想
定
を
設
定
又
は
変
更
し
た
場
合
に
は
、
法
第
八
条
第
四
項
及
び
第
六
項
に
基
づ

き
、
速
や
か
に
、
国
土
交
通
大
臣
へ
報
告
し
、
か
つ
、
関
係
市
町
村
長
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

津
波
浸
水
想
定
は
、
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
基
本
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
表
に
あ
た
っ
て
は
、

都
道
府
県
の
広
報
、
印
刷
物
の
配
布
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
十
分
な
周
知
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

四

法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
推
進
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
指
針
と
な
る
べ
き
事
項

１

推
進
計
画
を
作
成
す
る
際
の
考
え
方

推
進
計
画
を
作
成
す
る
意
義
は
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
す
る
地
域
ご
と
の
危
険
度
・
安
全
度
を
示
し
た
津

波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
、
様
々
な
主
体
が
実
施
す
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
施
策
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

低
頻
度
で
は
あ
る
が
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
す
津
波
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
の
か
、
市
町
村
が
そ
の
具
体
の
姿
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
総
合
的
に
描
く
こ
と
に
あ
る
。こ
れ
に
よ
り
、

大
規
模
な
津
波
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
対
策
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
発
展
を
展
望

で
き
る
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、「
一

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
関

す
る
基
本
的
な
事
項
」
に
示
し
た
考
え
方
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
市
町
村
が
推
進
計
画
に
事
業
・
事
務
等
を
定
め
る
際
に
は
、
都
道
府
県
が
指
定
す
る
警
戒
区
域
や
特
別

警
戒
区
域
の
制
度
の
趣
旨
や
内
容
を
踏
ま
え
、当
該
制
度
と
の
連
携
や
整
合
性
に
十
分
配
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
地
域
の
防
災
性
の
向
上
を
追
求
す
る
こ
と
で
地
域
の
発
展
が
見
通
せ
な

く
な
る
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
推
進
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
が
総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
、
具
体
的
に
は
、
推
進
計
画
は
、
住
民
の
生
活
の
安
定
や
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
既
存
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
方
針
と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
の
あ
る
べ
き
市
街
地
像
、

地
域
の
都
市
生
活
、
経
済
活
動
等
を
支
え
る
諸
施
設
の
計
画
等
を
総
合
的
に
定
め
て
い
る
市
町
村
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
の
二
第
一
項
の
市
町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）と
の
調
和
が
保
た
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
景
観
法
（
平
成
十
六
年

法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
に
基
づ
く
景
観
計
画
そ
の
他
の
既
存
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
や
、
災
害

対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画
等
と
も
相
互
に
整
合
性
が
保

た
れ
る
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
隣
接
す
る
市
町
村
と
連
携
し
た
対
策
を
行
う
場
合
等
、
地
域
の
選
択
に
よ
り
、
複
数
の
市
町
村
が
共
同

で
推
進
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２

推
進
計
画
の
記
載
事
項
に
つ
い
て

ア

推
進
計
画
区
域
（
法
第
十
条
第
二
項
）
に
つ
い
て

推
進
計
画
区
域
は
、
必
ず
定
め
る
必
要
が
あ
る
事
項
で
あ
り
、
市
町
村
単
位
で
設
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
が
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
柔
軟
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、推
進
計
画
区
域
を
定
め
る
際
に
は
、

浸
水
想
定
区
域
外
に
お
い
て
行
わ
れ
る
事
業
等
も
あ
る
こ
と
、
推
進
計
画
区
域
内
に
お
い
て
土
地
区
画
整
理
事

業
に
関
す
る
特
例
、
津
波
避
難
建
築
物
の
容
積
率
の
特
例
及
び
集
団
移
転
促
進
事
業
に
関
す
る
特
例
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
、
津
波
防
護
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項
を
推
進
計
画
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
留
意
す
る

と
と
も
に
、
推
進
計
画
に
定
め
る
事
業
・
事
務
の
範
囲
が
す
べ
て
含
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
法
第
十
条
第
三
項
第
一
号
）
に
つ
い

て
本
事
項
は
、
推
進
計
画
の
策
定
主
体
で
あ
る
市
町
村
の
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
を
記
載

す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
津
波
浸
水
想
定
を
踏
ま
え
、
様
々
な
主
体
が
実
施
す
る
様
々
な

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施
策
を
総
合
的
に
組
み
合
わ
せ
、
市
町
村
が
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
姿
を
総
合
的
に
描

く
と
い
う
推
進
計
画
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
推
進
計
画
を
作
成
す
る
市
町
村
の
概
況
（
人
口
、
交
通
、
土
地
利
用
、
海
岸
等
の
状
況
）、
津

波
浸
水
想
定
に
よ
り
示
さ
れ
る
地
域
ご
と
の
危
険
度
・
安
全
度
、
想
定
被
害
規
模
等
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
た

上
で
、
そ
の
分
析
結
果
及
び
地
域
の
目
指
す
べ
き
姿
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
、
施
設
整
備
、
警
戒
避

難
体
制
な
ど
津
波
防
災
・
減
災
対
策
の
基
本
的
な
方
向
性
や
重
点
的
に
推
進
す
る
施
策
を
記
載
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。

ま
た
、
市
町
村
の
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
を
住
民
等
に
広
く
周
知
し
、
推
進
計
画
区
域
内
で
津
波

防
災
地
域
づ
く
り
に
参
画
す
る
公
共
・
民
間
の
様
々
な
主
体
が
、
推
進
計
画
の
方
向
に
沿
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
図
面
等
で
分
か
り
や
す
く
推
進
計
画
の
全
体
像
を
示
す
な
ど
の
工
夫
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。

ウ

浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
及
び
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項
（
法
第
十
条
第
三
項
第
二

号
）
に
つ
い
て

本
事
項
は
、
推
進
計
画
と
浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
と
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
関
す
る
施
策
、

例
え
ば
警
戒
区
域
や
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
と
の
整
合
的
・
効
果
的
な
運
用
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
記

載
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
警
戒
区
域
に
お
い
て
は
、
避
難
訓
練
の
実
施
、
避
難
場
所
や
避
難
経
路
等
を
定

め
る
市
町
村
地
域
防
災
計
画
の
充
実
な
ど
を
市
町
村
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
一
方
、
推
進
計
画
区
域
で
は
、
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
路
や
避
難
施
設
等
避
難
の
確
保
の
た
め
の
施
設
の
整
備
な
ど
が
行
わ
れ
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
施
策
・
事
業
間
及
び
実
施
主
体
間
の
整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
頻
度
が
低
い
が
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
す
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波
に
対
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業

等
の
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
や
避
難
路
や
避
難
施
設
等
の
避
難
の
確
保
の
た
め
の
施
設
等
の
ハ
ー

ド
整
備
を
行
う
区
域
、
ハ
ー
ド
整
備
の
状
況
等
を
踏
ま
え
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
特
に
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
区
域
、
ハ
ー
ド
整
備
や
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
に
加
え
て
一
定
の
建
築
物
の
建
築
と
そ
の
た
め
の
開
発
行
為

を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
区
域
等
、
地
域
ご
と
の
特
性
と
ハ
ー
ド
整
備
の
状
況
に
応
じ

て
、
必
要
と
な
る
手
法
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
事
項
に
お
い
て
は
、
推
進
計
画
に
定
め
る
市
街
地
の
整
備
改
善
の
た
め
の
事
業
、
避
難
路
や
避

難
施
設
等
の
整
備
等
に
係
る
事
業
・
事
務
と
、
警
戒
避
難
体
制
を
整
備
す
る
警
戒
区
域
や
一
定
の
建
築
物
の
建

築
と
そ
の
た
め
の
開
発
行
為
を
制
限
す
る
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
な
ど
を
、
推
進
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
地

域
の
特
性
に
応
じ
て
区
域
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
、
基
本
的
な
考
え
方
を

記
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
津
波
浸
水
想
定

に
よ
り
示
さ
れ
る
そ
の
地
域
の
津
波
に
対
す
る
危
険
度
・
安
全
度
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
津
波
被
害
が
想
定

さ
れ
る
沿
岸
地
域
は
市
街
化
が
進
ん
だ
都
市
的
機
能
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
で
あ
っ
た
り
、
水
産
業
な
ど
の
地
域

の
重
要
な
産
業
が
立
地
す
る
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
市
街
化
や
土
地
利
用
の
現
状
、
地
域
の

再
生
・
活
性
化
の
方
向
性
を
含
め
た
地
域
づ
く
り
の
方
針
な
ど
多
様
な
地
域
の
実
態
・
ニ
ー
ズ
に
適
合
す
る
よ

う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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